
『この危機を無駄にしない』
～探究学習、オンライン化の試み～

千葉県立佐倉高等学校
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【佐倉高校 本年度のＳＧＨ事業】
・今回の発表は課題研究にフォーカス
・来年度以降も現行の課題研究は継続（決定）
・全学年、全生徒が取り組む。
・４人班編成 ※誰もが参画できる人数
・テーマ制約なし ※将来を見越して自由化
㊟5か国海外研修など交流事業は見込みたたず。



【コロナ禍による、更なる変化】
・コロナ禍で培った生徒・職員のオンライン教育スキル
を「探究」の場で維持・発展する。
『探究はオンライン教育の実験場』

・１学年は「探究」を人間関係構築の最重要の場と位置
づけ、取り組んだ。

・第２波に備え、研究班づくりを優先。（完了）
・オンライン発表、国内、海外とのオンライン交流を
実施・計画



令和元年度 Google の G Suiteシステム導入
しかし、使用実績はアンケートのみ
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１学年探究ガイダンス動画配信
５／１３ 開始 『本を読もう！』
１年生へのガイダンスは休業中にオンラインで完了
（学年集会２時間分）





・SGH課題研究＝探究学習
・探究学習部（新設）が統括
・普通科７クラス：SGH 理数科１クラス：SSH
⇒現在、垣根なし

・クラスルームにすべてを集約（＝ペーパレス化）
情報提供，課題提示，進捗状況確認，作品提出，
先輩の研究成果，発表会の案内
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１学年は動画中心
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２学年はGoogleスライドで
授業案内も研究成果物も統一
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データは班員で共有・同時編集
教員も随時確認できます
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【学年の目標・ゴール】
・１年 探究、週２時間で手法を学び研究経験。

昨年は、手書きポスター発表
⇒今年は、googleスライド発表

・２年 目標を再設定し、課題研究
googleスライド発表

・３年 ３年間の成果をまとめ、
wordやドキュメントなどで報告書作成





【試行錯誤の上、たどり着いたSGHの財産】

「探究学習を通してよき学びの体験をし、
将来の大きな成長の助走とする」

「課題研究の当たり前化」が生徒・職員に浸透

・発表機会の積み重ね（体験）を重視

・研究を「楽しむ」ことを重視



【教員の役割 整理されました】
・情報、英語、国語など各教科の学びと融合
・１年次の教材作成は全教科で分担
・SGH ５年間により、教員にノウハウ蓄積
・「失敗奨励」「挑戦奨励」「枠はめしません」
・教員の役割は助言者＆コーディネーター



【課題】
・多くのアウトプット機会を提供するためには、
プロジェクター、タブレット等の発表機材が必
須。絶対数不足。

・Wifiの増強
・SGH予算の弾力的な運用
（５か国海外派遣予算をオンライン交流整備に充
当できればありがたいのだが）



【オンライン交流 進捗状況】
6／20（土）浦和第一女子高校

『オンライン教育の課題と未来』
7／26（日）浦和第一女子高校 第２回

『環境問題』の『地域活性化』で２回
8／24（月）東大＆千葉大留学生と

オンライン課題研究プレゼン
８月 千葉大学学生とオンライン交流

現在、ＳＧＨ指定校、他大学ともコンタクト中



【提案】
ＳＧＨ最終指定校同士で、オンライン交流、オンライ
ン課題研究発表会をしませんか？
・ツール Zoom
・窓口 千葉県立佐倉高校
教頭 本常栄治 e.mttsn@chiba-c.ed.jp
ＳＧＨ担当 高柳良訓 halfegg1965@gmail.com


